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平 戸 大 橋 の 地 盤 調 査

一
主 と して 軟岩の 調 査 と設計 に つ い て
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は じ め に

　平戸大橋 は，長崎県の 県北 の 中心 地 ，佐世保 か ら北 へ 約

40km 国鉄最西端 の 駅
「
平戸 口 」 があ る長崎県北松浦郡 田

平町 と，「雷の 瀬戸 」 と呼ばれ る わ ずか 600m の 海 峡をへ

だ て て細長 く横 た わ る竜 の 落 し子 に似 た 歴史 と，ロ マ ン の

島
“

平戸島
”

と に長崎県営有料道路 と して架け られ る 中央

＊ 長崎県平戸大橋建設事務所所長
纏

長崎県平戸大橋建設事務所工 事第 2係長

図一1　 位　置　図

径問 465　m の 規模 を有す る わが国第 2 位 の つ り橋 で あ る 。

平戸 島 は南北 40kn1 ，東西 6k 皿 ，面 積 171　km2，人 口 34，000

人 の 1 島 1市の 島 で あ る。架橋 の 意義 は 本土化す る こ とに

よ る後進性の 克服 と生産性 の 向上 に よ る所得 の 増加 の ほ か

民生 の 安定，社会福祉 の 向上 と共 に 地域 開 発 の イ ン パ ク ト

と して，さ らに は 「
歴史 と ロ マ ン の 島」 平戸 の 観光開発 と

して も大い に期待され て い る 。

　本報告は こ の 平 戸 大橋の た め に 実施 し た 地盤調査，特 に

固結度の 比 較的低 い 第三紀4）砂岩ケ ツ 岩， 第 四紀 の 火山砕

屑岩お よび 泥岩 ， い わ ゆ る軟岩と称 せ られ る もの につ い て

の 強度と変形 特性 の 推定 方 法 お よ び 設 計 に 対す る 考 え方 を

ま とめ た もの で ある 。

1．　 平 戸大橋の概要

　平戸大橋の 概要 はつ ぎに 示 す とお りで あ る。

1）　有料道路名 ： 平戸大橋有料道路

2）　事業主体 ：長崎県 （長崎県平戸 大 橋建設事務所）

3） 路線名 ：主要地方道平戸 田平線

4） 工事区 間 ：長崎県平戸 市岩 の 上町宇南竜崎 〜長崎県北
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　　　　　　　 松浦郡田平町小予田

5）工 事延 長 ： 965m （有料道路全 延長）

　　 道路延 長 ：300m

　　 橋リ ョ ウ延長 ： 665m

6）道路規格 ： 第3 種第 2 級

7）設計 速 度 ：50km ！h

8）設計荷重 ： 1 等橋 20t

9）主橋 リ ョ ウ型式 ： ス ト レ
ー

トバ
ッ ク ス テ

ー2 ヒ ン ジ補

　　　　　　　　　　 剛つ り橋

10）支間割 り ： 58．70十38．55十 465 ．40 十 34．35十 34．70

　　　　　　　 十 33．377m

11）橋 リ ョ ウ幅員 ：10・70m （1・50＋O ．1＋ 3．75＋ 3．75 ＋ O．1

　　　　　　　　　 ＋ 1．5G）

12） ケ タ 下高 （HHWL ）：30　m

l3）使用鋼量 ： 上 部工 約 6，　OOO　ton

14） コ ン ク リ
ー

ト量 ： 約 40，000　m3

15）事業費 ： 39．8 億 円

16） 予 定工 期 ： 8 年間 （調査 4 年，工 事 4年）

2．　 地盤調査 方針と内容

　 2．1　調 査 方 針

　平戸大橋架橋地付近 の 地質概要 は，踏査 の 結果平戸島 も

含 め た こ の 地 方 は ，平 戸 層 と呼 ばれ る 第三 紀層 の 砂岩ケ ツ

岩 を基盤 と し，そ れ をお お っ て 第 四紀 の 火山活動 に 由来す

る 玄武岩質砕屑岩，い わ ゆる集塊岩 が分布す る こ とが判明

し た の で そ れ に 基 づ い て 下 図 に 示 す調査 方針 を設定 し て 調

査 を開始 し た
。

　本 調 査 の 特色は 原地盤 を表現す る定量的イ ン デ ッ ク ス と

し て ，ボ ーリ ン グ孔 内載荷試 験 の
一

種 で あ る 高圧 プ レ シ オ

メ ーター試験 を全 面的 に 採用 した こ と，お よ びボーリ ン グ

コ ア と地山岩盤 との 対比 を行な うた め，テ ス ト ピ ッ ト掘削

前 に そ の 位置 で コ ア ボ ーリ ン グを実 施 し，あ る 程度の 地 山

岩 盤 状況を予 想 し た後に，テ ス トピ ッ トを掘削 し，コ ア の

採取状況 と地 山岩盤 との 対比 を行な い ，コ ァ の 分断あ る い

は 細 りの 状況 に よ っ て 地 山 岩盤全 体 の 状況 を把握 し て ，
コ

ァ ボ ー
リ ン グに よ る 他の 位置 で の 地 山 判定 の 精度 を向上 さ

せ る と共 に強度判定 の
一

手 段 と し た こ とで あ る。

（予 備 調 査 ，

　 2．2　調査 手 段 と 内容

　調査 は ，構 造物設置位置 に お け る 地質構成の 解 明，地 盤

の 特性 お よ び 工 学特性等，地盤定数 の 定性的 ， 定量的 な把

握 の た め次 に 示 す よ うな 調査手段 を用い て ，調査を行 な っ

た。

  地 質構成 の 解明 ：地質踏査，コ ァ ボー
リ ン グ， テ ス トピ

　　　　　　　　　 ッ ト掘削，電気検層 （4 素子形電気検

　　　　　　　　　層機），密度検層 （セ シ ウム を線源），

　　　　　　　　　速度検層 （地表面 に おける 板たたき法

　　　　　　　　　 に よ る起振 で 弾 性 波 探 査測定器 を使

　　　　　　　　　用）

  地盤の 工 学特性 の 判定 ：高圧 プ レ シ オ メーター試験 ， 平

　　　　　　　　　　　　板載荷試験，大型直接 セ ン 断試

　　　　　　　　　　　　験，標準貫 人 試験，岩石 試験（
一

　　　　　　　　　　　　軸，三 軸 ， 三 軸 ク リープ ， 高圧

　　　　　　　　　　　　圧 密）

  地 盤 の 物 理 特性 ： 透水試験，岩石 の 物理試験，物理検層

　　　　　　　　　 （電気検層 ， 密度検層，速度検層等）

　調査内容 は 表
一1 に 示す とお りで あ る。

3． 調 査 結 果

海峡部の音波探査法

に よる地盤概要調査

プ レ シオメ
ー

タ
ー
法

に よる ボ
ー

リ ン グ孔

内載荷テス トを伴っ

た コ ア ーポー・リン グ

第3紀層および火山

砕屑岩を対象と した

テス トピ ッ トお よび

水平載荷試験

地 質 踏 査

各構造物付近で の

1次ボ
ーll ン グ

つ り橋全体系の 決

定地盤条件の 推定

と問題点の は握

つ り橋下部構造物設

置基
．
面の地盤定数の

決定

コ ア
ー

サ ン プル に よ

る案．内高圧三軌 夘
一

プ試験

46

　 3．1 地形，地質概要

　 1） 地　　　形

　平戸市お よび 田平町 と もに標高 100〜200 　m 以下 の 比較

的 な だ ら か な丘陵地形 をな し，耕作地 と して 開拓 され て い

る。

　平戸側の 架橋地点 で ある南龍崎 は，半島状 に 突出 し ， 東

側の 海岸線は，比高 20m 以 上 の 顕著 な 海蝕崖を示す。 こ

れ に 対 し て ，北西側 の 海岸線 は ゆ るや か な地形をな し
一

部

水田 と し て 利用され て い る 。

　
一

方本土側 の 田平 町 は，ゆる や か な起伏を な す丘 陵地帯

で あ り，海岸線お よ び内陸部 で
一

部急峻 な 地形を示すが ，

架橋予定地付近 で は，海岸か ら内陸部 （東側） へ 向 か っ て ，

ゆ る や か な傾斜 で高くな っ て い る。

　2） 地　　　質

　平戸 島を含め付近一
帯 は，新第 三 系の タ イ積岩類を基盤

と し，それ をお お う火 山岩類 に よ っ て 構成 され て い る。

　　　　　　　　　架橋予定位置周 辺 の 地質構成は，平戸

　　　　　　　　側 で は，新第 三 系をお お っ て ロ
ーム 質マ

　　　　　　　　 ト リ ッ ク ス と か な り変 質 した 玄 武岩円 レ

　　　　　　　　キ か らな る 比 較的凝結力の 大 きい ，玄武

　　　　　　　　岩質砕屑岩 （集塊岩）が分布 し，東側 の

　　　　　　　　海岸線の 海 蝕 崖 で，第三 紀 層 と一緒 に分

　　　　　　　　布す る の を見 る こ とが で き る 。

　　　　　　　　　
一

方，田平側 で は，火 山灰 質 ロ
ーム な

　　　　　　　　い し，火 山 灰 か らな る比 較的均質 で 玄武

　　　　　　　　岩 レ キ混 入 をほ とん ど認 め な い ，い わ ゆ

　　　　　　　　る凝灰岩 と平 戸 側 に み られ る火 山 砕屑岩

土 と基 礎， 22− 6 （196）
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表一1　 調 査 内 容 一 覧 表

滋 ミ 調 。 ． 。 ．÷
． 一

側尸

り切締
一

ワ塗一
r
　一

メ
ビ．

23

田 平 側

ア ン カ
ー

レ イ ジ 善
イ ン

ノ
ワ

： i締 切 り

合 計

ボ 　 リ ン グ 本 数 （本〕 5 10

グ

長

ン丿「ボ

延

3 2

1 本 当た り
　 　 　 　 　 　 40岬90
　 　 〔m ）

25

40−・6e 11−−12 30−・90 40−60

347 … 15・

13〜14

総延 艮 （m ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
高圧ブ レ シ オ メ ータ ー（回 ） 1

標 準 貫 入 試 験 （回）

23

133

物　　理 　　検

透　　水

層 （孔）

試　　 験 （回）

53

岩

石

一
軸 圧 縮 試 験 （個）

ll纛“  

高圧三 軸　 〃　 （個）

軸 ク リ
ープ 〃（個）
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1

22
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12 24

8
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図一3　 平戸瀬戸 ・地質模 式図

（集塊岩）お よび こ れ に シ
ー

ト状 に 採在す る 玄武岩熔岩が

第 三 紀層 を お お っ て い る。

　第 三 紀 の タイ 積岩 をお お うこれ ら火山岩類 は，第 四 紀 の

火山活動 に 由来す る もの で あ り，地域周 辺 の 丘 陵地 は すべ

て こ の 火山砕屑岩類 に よ っ て 構成 され て い る。

　第三 紀層 は ， 西 南 へ 10 ° 〜20 °

の 傾斜をす る 単斜構造を

示 し，火 山 砕屑岩 と は明 らか な不整合 面 で 接 し，田平側 で

は ボーリ ン グの 結果，東側 （内陸側） へ 向か っ て 急傾斜し

て い る 二 とが明 らか とな っ た 。

　架橋予 定 地 付近 の 地 質 概念 を模式的 に 図
一3 に 示 す。

　3．2　地 盤 定数 の 推 定

　地盤調査 の 結果得られ た各測定値か ら地盤定数の 推定 を

行 な うた め に，各測 定値 間 の 相 関 を求 め ，各 相 関 を利用 し

て 地盤 定数 の 推定 を行 な っ た 。

　3．2，1 高圧 プ レ シ オ メーター の 変形係数と流動圧 の 関

　　　係 （Ep 〜Pf）

Juhe｝1974

　私共が最も多くの 情報 と して今回 り 調査 か ら得 て い る も

の は，高圧 プ レ シ オ メ
ー

タ
ー

測定値 か らの 変形係数 Ep で

あ る 。 そ こ で 変形係数 Ep と強度特性値 の い ずれ か との 相

関 を求 め て 地盤 の 降伏，あ る い は 破壊荷重 を推定 し よ うと

す るの が 目的で あ る 。 そ うす る こ と に よ っ て 地盤 の 各位置

で の 支持 力の 検討が可 能 で あ る。そ こ で 変形係数 Ep と流

動圧 Pr 』
と の 相関 を求 め る と 図

．−4 の
．
とお りで あ る。 図

一

4に み られ る とお り，か な りの バ ラ ツ キ は 示す が，平均的

に

　　　Ep＝24　Pt

とい う相関を定 め た。

3．2．2 平 板載荷試験結果 と プ レ シ オ メ
ー

タ
ー

測定結果

　　　の 関係
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表
一2　 平板載荷 試験 結果 と プ レ シ オ メ ーター試験結果 の 対比
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　プ レ シ オ メーター測定結果 と平板載荷試験結果 と の 関係

を求 め る こ とは，地盤 の 強度，あ る い は変形特性を求め て

ゆ く うえ で重要な意味を持 っ て い る e つ ま り平板載荷試験

は設備や 費用の 面 で 簡単に は実施 で きな い が，反 面 プ レ シ

オ メー
タ
ーで の 測定 は ボ ー リ ン グと共 に 容易に 実施で き深

さ に 制限 が な い
。 よ っ て こ の 関係を求め うれ ば各深度で の ，

ま た 各地層 で の 工 学特性 を求 め う る 。 今回 の 調査 で の 岩質

区分 に よ る 両者 の 対比 を 表
．2 に 示す 。 表

一2 中結果 の 項

に 示す数値 は各測定値間の 相関 を平均 した 値 で あ る。 表
一

2 をも とに ， 強度 と変形 に つ い て の 相関 を求 め た 。

　 1） 強度 に 関す る相関

  プ レ シ オ メ
ー

タ
ー

の 流動圧 と平板載荷試験 の 降伏荷重 の

相関 （P ∫
〜PF ）

　 プ レ シ オ メ
ー

ターの 流動圧 （Pf） と平板載荷試験結果 の

降伏荷重 （PF） との 相関 を 図　5 に示す。 数少 な い 結果 か

らの 推定 で ある が， Pf と PF は ほ ぼ 1 ： 1 で 対応 し て い る。

よ っ て P
ノ
＝PF と推定 した 。

  平板載荷試験 に お ける 降伏荷重 の 相関 （PF〜PL）

　平板載荷試験 に お け る 降伏荷重（1
）

F ）と破壊荷重（Pの と

の 相関は 表　2 に 示 し た よ うに PLIPF ＝1．30〜1．90 とば ら

48
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図一5　 PF 〜Pf の 相 関図

つ く。 しか し平均値 と して PL！PF ； 1．50 と考え た 。

　2） 変形 に 関す る相関

  プ レ シ オ メ
ーターの 変形係数と平板載荷試験の 変形係数

の 相関 （Ep〜EL）

　プ レ シ オ メ
ーター

で 求め られ た変形係数 （Ep）は 2 次元

放射状応力下 で の 均
一弾性地盤 と し て 計算され た もの で ，

構造物基礎底面 か ら地盤 に 作用す る応力条件 と は異な る 。

よ っ て 応力条件が似 か よ っ て い る 平板載荷試験 か ら求 め ら

れ る変形係数 （EL ） との 相関 を求 め る 必 要が あ る
。

土 と基 礎，22−−6 （」9S）
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図一7　 地 盤定数 椎定 の フ ロ
ー

チ ャ
ート

　今回 の 調査 の 結果 ・Ep と El の 関係を 図一6 に示す。

　図
一6に見 られ る よ うに バ ラ ツ キ は あ る が ELIEp ；2〜3

の 範囲 に含まれ て い る。こ の 結果 E がEp ＝ 2．5 と した。 こ

れ につ い て は 関門橋 で も近 い 値が報告され て い る 。

　以上 の 結果，強度 と変形 につ い て 平板載荷試験結果 とプ

レ シ オ メーター測定結果 の 相関 をつ ぎの よ うに 推定 した 。

　 強 度 につ い て は 　PF ！Pf ≒ 1．0

　変形に つ い て は　Ei1Ep≒ 2．5

す な わ ち強度特性 と して ，降伏応力度 の 対 比 につ い て は 平

板載荷 とボーリ ン グ乳 内 で の プ レ シ オ メ ーター測定結果が

1 ： 1 で 対応す る とい うこ と で あ る。

　3．Z3 地盤定数の 推定

　以 上述 べ た よ うに 各測 定値間 の 相関が得られ た の で，今

回 の 調査 で 地盤 の 工 学特性 を表 わ すイ ン デ ッ クス と して採

用 し た プ レ シ オ メーター測定結果 の 変形係数 （Ep）か ら，

地盤定数推定 の フ ロ
ー

チ ャ
ートを描 く と 図

一7 の よ うに な

る。

　地盤定数推定 の 方法 は，ま ずボ ー
リ ン グ コ ア の 採取率 ，

ク ラ ッ ク， コ ア の 細 り，含水状態，指圧 に よ る 堅 さ， い

わ ゆ る岩相の 肉眼観察に よ っ て 各岩相 の 工 学区分 の ラ ン ク

分け を行 な い ， そ の 中に含 まれ る Ep を整理 した。　 Ep の

整理 は平均値 を求 め 10位 の オー
ダーで 示す こ と と した。こ

の 方法 に よって 得 られ た 各岩質 の ラ ン ク分け と変形係数

（・Ep）との 関係 は 表
一3 の とお りで あ る。

　表一．3 に 示 す Ep 値 をも とに 図一7 に示 し た フ ロ
ー

チ ャ

June ，1974

表一3Ep 値 と 岩 盤 区 分

Ne ．802

岩 質

泥 流

… 雕 」
玄　　武　　岩

砂 岩

ケ　　ツ　　岩

ABC

350 　　　　800　　　 1500

350800

12・ i　・e・・

350

1500

跚

150010000

　 以 上

oo15

… el ・5・・

D

2300

盟 oo

4600

EF

4000以 Il

35・。「・6。・J，・．・e．

δ300 以 上

一
トに従 っ て 各岩質 ， 各 ラ ン ク ご とに そ の 岩盤 の もつ 破 壊

荷重 （Pの の 推定 を行 な っ た
。

　こ の 破壊荷重（P のが平板載荷試験 に用 い た 直径　60　cm
，

根入 れ Om とい う条件で の 極限支持力 （（9の と し た
。 そ

こ で テ ル ツ ァ
ーギ の 支持力 公 式 を 用い て ，

B ＝6，　c ・n （円

形）， Df＝0 皿 と し て の 各岩 盤 ご との Q 五 か ら逆に c と φ

を推定 した。つ ま り φが 卓越 し て い る 岩盤 の 揚合は C の レ

ン ジ を定め て お い て φを求 め，逆 の 場合 も同様な方法で推

定を行な っ た。そ の 結果 を 表
一4 に 示す。

　表
一4 中，Pf を推定す る 場合，　 E

ア
＝ 24P

アの 相関 が完全

に は満足 され て い ない
。

こ れ は こ の 柑関 を用 い て 求 め られ

る ‘ ，φの 値 が 常識的 に 考え られ る範囲 を は る か に 越 え る

の で
，

た と え は A ラ ン クの 岩盤 につ い て は Pr が求 め られ

て い る の で そ の 値を，あ るい は一
軸強度 を判断 の 基礎 とし，

各構造物 の 大きさと も照 らし 合 わ せ て 極端 な搆造物 とな ら

な い よ うな総合判断 の も とに Pr を定 め た。ただ し Ep 〜P ∫
・

の 相関図 の 範囲内 で P∫ をオ ー
ダ
ー

で 定 め た。

　 3．3 構 造 物 の 設 計

　構造物 の 設置基面は，つ り橋の 全体系か らあ る程度決定

され る と共 に機能上 か ら構造物の 大きさが定め られ る 。機

表一4　 岩盤 区分 とそ の セ ン 断定数

岩　　 質

泥　　 流

火 山砕膚岩
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跚
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000123
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隔
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軻
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°
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）

（20
°
）
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°
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3e
°
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「・・

た だ し （ ） 内 を推定 した。
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図一9　 田 平側 主塔橋 脚 （横断 図）

能的 に 定 め られ た 構造物 を支持 し うる地 盤がつ り橋全体系

か ら定 め られ た 深度 で 現 わ れ る か，ある い は逆 に こ の 地盤

で あれ ば構造物 の 規模 を ど の 程度 に しな けれ ばな らな い か

に っ い て ， こ れ ま で 述 べ て き た地盤定数を用い て検討した。

特 に 主 塔橋脚 の 支持地盤 と し て 考 え て い る砂岩に つ い て は，

今回 の 地盤定数推定 の ほ か に 2 〜3 検討 した。

　 3．3．1　強度特性 と設計

　 こ れ ま で の 推定 を も とに 岩質 は 異 な っ て も同 じ強度特性

を有す る地盤 を模式的 に 表現で き る と共 に ，深度方向 に も

平面的 に も ど こ に どの よ うな強度定数 を持 っ た 岩盤 が存在

す る か が一
目 りょ う然 とな り設 置基 面 の 決定 に 対処 で き る。

その 例 を 田平側 ア ン カ ーレ イ ジ （図
・− 8），主 塔橋脚 （図

．−

9） につ い て 示す。図
一8で 見 る ように ア ン カ

ー
レ イジ は

火山破屑岩の C ラ ン ク と泥 流 の A ラ ン ク の 岩盤上 に 設置 さ

れ て い る。泥流 の A ラ ン ク は厚さ も薄い の で ，万
一

施工 後

に 支持力 に つ い て 不安が あれ ば取 り除く こ とが可 能 で あろ

う と判断 し た 。

　主塔橋脚は 図
一9に示す よ うに 砂岩の A ラ ン ク に 設置 さ

れ て い る 。
こ の 砂岩 は コ ア で 見 る限 り指圧 で くずれ る程度

で 問題があ る
。

そ こ で 十分信頼 で き る B ラ ン クの 層 に設 置

す る とすれ ば ， 深度 が 一20m に な り 施工 上 か らも工 法変

更 とな る。よっ て 砂岩 の A ラン ク に つ い て 以下 に示 す検討
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プ レ シ オ メーター特性値の 分布

を行 な っ た。

1）　今回の 推定 に よ る検討

　こ れ ま で 述べ た 推定方法 に よ っ て 定め た ら φ （表
一4に

示 す） を用 い て 計算す る と，地 盤 反 力 85　t！m2 に 対 し て 許

容支持力は 174　t！m2 を有す る。

2）　プ レ シ オ メータ
ー

特性値 か らの 推定

　プ レ シ オ メ ーターは 変形係数 の ほ か に強度 を表 現す る 特

性値を与 え る。A ラ ン クの 砂岩 に つ い て こ の 特性値か ら支

持 力 を計算 す る とつ ぎの と お りで あ る 。 特性値 の 分布 は 図

一10に 示 す 。 支持力 を与 え る 式 をつ ぎに 示 す。

　　9・
一’1−K （Pi　一　l！

。）＋ 9・

こ こ に　qa ； 許容支持力　　　K ： 支持力係数（1．35）

　　　　P ヱ ： 極限圧　　　　 P 。
： 初期圧

　　　　g。
：有効土カ ブ リ 圧

　　・・
一去… 35（25・・一・・5）・ ・・… ，　1G・1　k・1・ 

　　　．・　101t！m2 （＞ 85　t！皿 2
）

3）　平板載荷試験結果

　田平側 テ ス ト ピ ッ ト内で 砂岩 を対象 に し て 実施 した平板

載荷試験 の 結果を 表
一5 に 示 す 、

こ の 結果最小降伏荷重 は

256t！m2 で 地盤反力 85t／m2 に 対 し て 十分安全 で あ る 。　 P

・・　S 曲線 の
一

例 を図
一11に 示 す 。

4） 三軸圧縮試験結果

　高圧 三 軸圧縮試験結果 を 表
一6 に示 す 。 供試体は直径 5

一 2
哩
5
論6

禦

↓i：
　 14

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　一 荷 重 強 度 （t！m
！
）

0　　　100　　　20G　　　 300　　 400　　　500　　 60D　　 700
一

実 荷 重 P （t｝

図一11　 平板載荷試験P −−S 曲線

土 と基礎，22− 6 （196）
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表一5 平 板 載 荷 試 験 結 果 一 覧 表

劉獅
載荷面 最 大 荷 重 降 伏 荷 重 破 壊 荷 重 変 形 係 数

壁 　 　面 　 　岩　 　盤 　　状　 　況

岩 劑 色 調 1 伏 況

田

平

側

EL 　　 第 2 面

十 1．0 旨
　 　 1
　 　 　 第 4 面

EL 　 　 第 2 面

一1．0

EL

第 4 面

第 1面

一3．5　 第3 面

［、 。 ． ， ，レ l
l ・酬

瀚 こ對

〃

〃

〃

566

驪

1
〃

〃

636

256

248

破壊に 至 らず

rr

〃

〃

〃

〃

3GOO　　 粗粒砂岩
．淡か つ

色

3000

3600

1 … 1
EL ＝ 38eoEL

＝19〕0

〃 厂’

r’

rt

シ ル ト岩

粗粒砂岩 ．

淡　黄
か っ 色

〃

黒　灰

青　灰

淡青灰 の 砂岩 を薄 くは さむ

葉理 面多い 軟質自灰 の砂岩帯状 には さ む

EL ＝ 6500EL

＝＝3200

〃

葉 理多い ，軟質 で き裂 な し

〃

若 干硬 い 凝 灰質 の レ キ 岩は さむ

か っ色の 葉理若干

　　　 1　　 …

粗

酬
青 灰

「
鞭   嚇 脚

表一6　 三 軸圧密試験 結果

場所 お よび 位置

田平側　主塔橋脚

の

況
体試供

状
質岩

砂岩
I
　 Sandy

〃 Silty

〃 　　　　　Loose

粘着 力 o

〔k琴ぼ甲 i：1 ．

4、55

1．55

内部摩擦 角 i
　 　 　 　 　 備　考

〔φ）　 1
±09

34
°
13
ノ

38
°
31
！

2．8030 °30’

cm ，高 さ 10cm の 円柱状 で ，排水 条件で 試 験 を実施 した。

こ れ は砂質地盤 の 安定特に長期に わ た る常時の 安定 を検討

す る た め に実施 し た。1）に示 した地盤定数の 推定結果 よ り

は る か に 高 い 定数を得 て い る 。

　以上 の よ うに 田平側主塔橋脚に分布す るA ラ ン ク の 砂岩

の 強度 に っ い て 検討 し た が ， どの 特性値か らも現在の 設置

基 面 （
− 8m ） で 安全 で あ る とい え る 。

　　　　　　　 Ep 〔  〆cm り

123456789 ×1舮

　 工03

　 20
廻

既 30

14°
　 50．

6070

　
一一 ．五』 （  〆cm り

1234567 ×1閉

E．L土 00

一10

3
−20

　
−30

一4e

一50

一60

鹿
L E

o

戛 o
o

Q 甲、 0ooo1

°

。 鹽
o

馳
o ＼、

9oL
　 o

＼
1
・Q

馳
Qr

o

図
一12　出平側 主塔橋SW　Ep − ee度分 布図

June ，　1974

黙
EL −2，0 「

勁

1 
19αα
2300150019QOI

跏

2400

70G〔｝

図一13 田平 側主 塔脚 設 計 Ep −・深 度図

　3．　3．　2 変形特性と設計

　3．2．2．2） で 述 べ た よ うに，構造物 の 変形計算に 用い る

平板載荷試験 で の 変形係数 （El） を プ レ シ オ メ ーターの 変

形係数 （Ep）か ら推定す る こ とに し た。

　構造物 の 変 形 を 計算 す る た め， E
ρ
〜深度分布の 測定値

全部を プ ロ ッ トす る と 図
一12の よ うに なる

。 各層を代表

す る Ep 値 は 深度方 向に 5m ごとの 単純平均で代表させ る

こ とに し た。そ の 結果を図一13に 示 す 。
こ れ が設計 に用

い た Ep一深度分布図 で あ る 。

　現在 の 設計 におけ る 試算に よれ ば主塔橋脚 の 場合弾性変

位量 は ，常時最大荷重 の と き 3cm 程度 で あ る。ク リープ

変形 は 生 じ な い とい う結論が得 られ て い る 。

あ と が き

　当 報告は平戸大橋 の 岩 盤 で の 推定で す。皆様方 の ご指導

をお願い した い
。 施 工中の 強度 チ ェ ッ ク に つ い て は 後 日報

告 した い
。

　本調査 の 実施 に つ い て 本 四 公 団吉 田設計第 3 課長 は じめ

建設省土木研究所基礎研究室 の 方 々 ，調査 を実施 した 基 礎

地盤 コ ン サ ル タ ン ッ （株）の 方 々 に．ご指導 を賜 りま した 。 誌

上をか りて深 く感謝 の 意 を表 し ます。（原稿 受理 1974．3．20）
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